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Tuberculin reaction and Fernandez's reaction were compared on the inhabitants of four

 towns (O, T, S and K) of remote islands on the occasion of tuberculosis prevalence survey 

,carried out yearly from 1960 to 1964.

The total number examined was 18, 391 and BCG vaccination has been conducted to certain 

 ,extent on persons 7 to 15 years old in these several years.

Results obtained were as follows:

1) Tuberculin positive rate was 50. 1% in T, 63.6% in 0, 39.8% in S and 65.3% in K, 

respectively, while that of Fernandez's reaction was 38.9% in T, 35. 2% in O, 20.8% in S and 

27.9% in K, respectively. Positive rates of Fernandez's reaction in all towns were obviously 

lower than those of tuberculin reaction. And no obvious relationship was observed between the 

 differences of positive rates of Fernandez's reaction among these four towns and those of the 

tuberculin reaction.

2) Tuberculin positive rate in female was nearly the same or a little lower than that in 

male, whereas that of Fernandez's reaction was generally lower in female than in male. The 

positive rates to both antigens, tuberculin and Dharmendra's, were about the same in both sex 

up to the age of 20 years old, but thereafter, those of female became lower than the male.

3) Frequency distribution curves of the positive rate of Fernandez's reaction were quite 

similar in four towns showing bimodal distribution curves with two peaks at the age groups 

of 15-19 and about 40 years old. Tuberculin positive rates in four towns also resembled each 

other and bimodally distributed, but the first peak at the age group of 15•`19 was small and 

the second peak was high and big.

No difference was observed between the positive rates of these two reactions up to 15 years

 Old, but in the age groups more than 20 years the difference between these two reactions 

increased resulting in the obviously low positive rate of Fernandez's reaction.

Referring to the tuberculin positive rate and the BCG vaccination program hitherto been 

carried out in these towns, it can be said that the first peak at 15-19 age group in Fernandez's

*From National Institute for Leprosy Research, Higashimurayama, Kitatamagun, Tokyo, Japan.
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reaction curve is affected largely by the BCG vaccination and that the second peak at about 40 

years old is, on the contraly, due to tuberculous infection.

4) The size of both reactions did not show close correlation in 4 towns. Positive rate of 

Fernandez's reaction among the tuberculin positive persons was 62.8% in T, 47.9% in O, 43.0

% in S and 38.6% in K, respectively. And it was higher in the age group of 7•`15 years old, 

more than half of which were BCG vaccinated, than in that of 30•`69 years old, of which 

majority was tuberculous infected, regardless to the intensity of tuberculin reaction. From 

these results it can be said that the higher positive rate to Fernandez's antigen is observed 

among BCG vaccinated than among persons naturally infected by tuberculosis.

5) Positive rate of Fernandez's reaction among tuberculin negative persons was 9.1% in T, 

9.5% in O, 4.9% in S and 6.1% in K, respectively, and was higher than that of S-village

 (1.5%) in the first report. Positive rate of Fernandez's reactions among population of more 

than 30 years old, in which no affect of BCG vaccination was seen, was 19.2% in T, 9.8% 

in 0, 9.5% in S and 5.2% in K, respectively. These figures are higher than that of S-village 

(4.1%) in the first report.

The fact that the difference of positive rates of Fernandez's reaction among tuberculin 

negative persons in these 4 towns showed close correlation with the prevalence of leprosy in 

these 4 towns, suggests that positive rate of Fernandez's reaction among the BCG unvaccinated 

tuberculin negative population may be used to a certain extent to estimate the prevalence of 

leprosy in certain district.

既往にBCG接 種歴 を有 しないS村 住 民 に つ い て

Dharmendra抗 原に よる反応(D反 応)と ツベル ク リン

反応(ツ 反応)と の関係を しらべた結果,第1報1)に 述

べた ごとく,両 反 応の大 きさの相関はあ ま り高 くな く,

柳沢 らがさきに報告 した成 績2),3)とはかな り異なつた様

相を示 していた。この両者 の成績 に差異が認 め られた原

因 としては,調 査対象 の年令構成,既 往 におけ る らい患

者 の発生状況,BCG接 種 の普 及程度 な どが あ げ られ よ

う。そ こで昭和35年 以来4年 間にわたつて結核検診を

行なつたT,O,S,Kの 各町の全年令層を含む住民に

ついて,D反 応を ツ反応 と同時に行ない,両 反応の関係

を4町 間で比較検討 した。

調 査 方 法

使用抗原:Dharmendra抗 原 は国立 多摩研究所で調製

され た ものであ り,ツ ベ ル クリンは予研製 の2,000倍 稀

釈 旧ツ液(OT)あ るいはPPD-s0.05γ/0.1mlで あつ

た。

皮 内反応検査:同 一被検者 の右前腕屈側には ツベル ク

リンを,左 前腕屈側にはDharrnendra抗 原を,そ れぞ

れ正確に0.1mlず つ同時に皮内注射 し,注 射後48時

間 目に両反応を同時に判定 した。判定者は4町 とも同 じ

術者で あつた。

対象:昭 和35～38年 に結核検診を行なつた離島4町

の全年令層を含む一般住民であ る。昭和35年 にはT町

住民4,034名,36年 には0町 住民4,866名,37年 には

S町 住民4,225名,38年 にはK町 住民5,266名 につい

て調査 した。 この地域の らい発生率はわが国で も高 く,

全国平均の約40倍 であ り,未 収容患者 もかな り多 く認

め られた。 また各町住民の うち小中学 生のみは調査 時数

年 前か ら不定 期的にBCG接 種が行なわれていたが,7～

20才 以外 の住民はほ とんどBCG接 種 を受けていないの

で,そ の影響 を考慮す る必要が なかつた。

調 査 成 績

1)　 両反応の平均陽性率の比較

D反 応では反応値12mm以 上を陽性 とし,ツ 反応で

はPPD-sに よる場合で もOTに よる反応 と同 じく10

mm以 上を陽性 とした。両反 応の平均陽 性率を町村別 に

み ると,表1の ご と く であ る。D反 応 陽 性 率 はT町

(38.9%)が もつ とも高 く,つ いで0町(35.2%),K町

(27.9%)の 順に低 下 し,S町(20.8%)が もつ と も低

率であつた。 これ に対 しツ反応陽性率はK町(65.3%)

が もつ とも高 く,つ いで0町(63.6%),T町(50.1%)

の順に低下 し,S町(39.8%)が もつ とも低 率 で あ つ

た。そ こで ツ反応陽性率 とD反 応陽性率 との比を求めて

み る と,T町(1:0.78),0町(1:0.55),S町(1:

0.52),K町(1:0.43)で,両 反応の平均陽性率の間に

は必ず しも一定の関係は認 め られなかつ た。

次に各町毎に両反応の平均陽性率を性別 にみる と,表
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1に 示す ご とく,ツ 反応で は男女 間に

大差 はないか あるいは女 のほ うが 男よ

りもや や低い傾 向が み られたが,D反

応 では一般に 男よ りも女 のほ うが低率

に現われ る傾 向が窺われた。 しか し性

.年 令別 にこれ を比較す ると,T,S

町 の成績を 図1に 示 した よ うに,両 反

応 の陽性率は20才 前後 までは男女ほ

ぼ 同 じであ るが,20才 以後 の年 令層

では ツ反応の場合 と同様にD反 応陽性

率は男 よ り女のほ うが低率であつた。

2)　 年令階級別にみた両反応の陽性

率

各町におけ る両反応の陽性率を年 令

階級別に求め ると,図2の ごとくで,

4町 ともほぼ同 じ傾 向を示 していた。

Table 1. Positive Rate to Dharmendra's Antigen and 

Tuberculin in 4 Towns

Table 2. Correlation Between the Size of Reaction to Dharmendra's Antigen

 and the Size of Tuberculin Reaction Among Schoolchildren
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ツ反応陽性率はBCG接 種の影響を受けて20才 前後で

小 さい山を示 した 後 に一度低下 し,30才 くらいか ら再

び 上昇 して40才 代で最高に達 し,60才 以上 では徐 々に

低 下す る双峰型の曲線を示 した。 これに対 し,D反 応の

暢 性率は15才 くらい までは ツ反応陽 性率 とほぼ同率を

示 していたが,20才 以上では ツ反応陽 性率 よ りも低 率

とな り,ツ ・アレルギーの もつ とも強 い30～49才 では

輻 の広いなだ らかな山を描 き,50才 以上では再 び 低 下

していた。すなわち ツ反 応の場 合 と異 な り,D反 応では

15～19才 に高い 山が あ り,30～49才 にはT町59.5%,

0町42.2%,S町36.4%,K町29.7%程 度 の山を示

す双 峰型 であつ た。そ して,両 反応 の陽性率 に差が認め

られ始 めるのは,T,S町 では20才 以後,O,K町 で

は10才 以後で,と くに両反応 の陽性率 の差が顕著 とな

るのは30才 以上 のものにおいてであ ることは,注 目す

べ きこ とで ある。

か くの ごとく両反応の陽 性率の差 は年 令の差 に よつて

認 め られたが,そ の原 因はなんであろ うか 。調 査 した各

町においては,数 年 前か ら小中 学 生 のみに不 定 期 的 に

BCG接 種が行なわれてい る。 したがつて7～20才 の もの

ではBCGの 影響を考慮 してお か ね ばな らないか ら,ツ

反応陽性率 とD反 応陽 性率 との差 が20～30才 を境 界に

して顕 著 となる ことは,ツ 反 応陽 性者がBCGに よる も

のか結核 自然感 染に よる ものか の差 に基づ くものでは な

いか との推 察を支持 しているよ うに思われ る。

3)　 両反応 の反応値 の相 関

D反 応 の大きさ とツ反応 の大 きさ との相 関 を 求 め る

と,表2,3の ご とくで ある。 これ らの表は1例 を示 し

たにす ぎないが,い ずれ の町で も,ま たいずれの年令群

で も,両 反応 の反応値間には あま り高い相関はみ られな

かつた。 も し両反応 の間 の相関がかな り高い ものであ る

な らば,ツ 反応陽性者 の大部分がD反 応陽性 とな るべ き

Table 3. Correlation Between the Size of Reaction to Dharmendra's Antigen 

and the Size of Tuberculin Reaction Among Persons of 30 to 69 Years Old
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で ある。

そ こで ツ反応陽性者 中に おけ るD反

応陽性率を各町 ごとに求めてみる と,

T町 では1,974名 中1,238名(62.8

%),0町 で は3,081名 中1,474名

(47.9%),S町 では1,671名 中719名

(43.0%),K町 では3,434名 中1,317

名(38.6%)が 陽性で あつた。町に よ

つ て陽性率にか な りの開 きがみ られ,

両反応 とも陽性で あるものは約半数に

す ぎなか つた。

この原 因を究 明す るために,ツ 反応

陽 性者中におけるD反 応陽 性率を,29

才 以下 のもの と30～69才 のものとに分け て 比 較 し

た 。そ の成績 は図3に 示す ご とくで あつて,T町 では

29才 以下 は66.3%,30～69才 は62.0%;O町 では

29才 以下は63.4%,30～69才 は39.9%;S町 では

29才 以下は50.0%,30～69才 は42.1%;K町 で は

29才 以下は48.9%,30～69才 は32.9%で あつた。

いずれの町で もツ反応陽性者中におけるD反 応陽性率

は,30～69才 の もの よ りも29才 以下の ものに高率で

あることが窺 える。 さきに述べた年令階級別にみた両

反応 の陽性率 の差か らも推察 された よ うに,こ の年令

群間に み られたD反 応陽性率 の差異は,小 中学生時代

に接種 されたBCGに よる影響が考 え られ る。そ こで

7～15才 の もの と30～69才 のもの とについて,ツ 反

応陽性者中におけるD反 応陽性率 を比較 してみた。そ

の結果は図3に 示す ごとくで,7～15才 のものにおけ

る各町でのD反 応陽 性率は,T町63.9%,O町67.8

%,S町54.6%,K町54.7%で あ り,T町 以外の町

では30～69才 の ものにおけ るD反 応陽 性率 との差 が

さ らに顕著 とな ることが判明 した。 これ らのD反 応陽

性率 の年令群間に認め られた差異は,い ずれ も結核感

染 に よるジ反応陽性者 よ りもBCGに よるツ反応陽性

者 にD反 応陽性者が高率に認め られ ることを示唆 して

い よう。

しか し,こ の よ うな年令群間に認 め られ るツ反応陽

性者中におけるD反 応陽 性率の差異 は,年 令群間 に し

ば しばみ られ るツ反応の強さの差に よつて起 こること

も考 え られる。一般に30～69才 のもののツ反応はかな

り強 いもので あ り,2重 発赤形成率 あるいは水疱 ・壊死

な どの副作用 を伴 う強反応が全年令 層の うち30～59才

の ものにもつ とも高率 にみ られ る。そ こで発赤 の大 きさ

を指標 として,ツ 反応の強さを発赤値10～19mmの も

の と20mm以 上の もの とに大別 し,そ れぞれについて

7～15才 の もののD反 応陽性率を30～69才 の もののそ

れ とを比較 した。その結果,図4に 示す ごとく,発 赤値

10～19mmの もの では いずれの 町で も明 らかに7～15

Fig. 3. Positive Rate to Dharmendra's Antigen among 

Positive Reactors to Tuberculin by Age-groups

T-Town O-Town S-Town K-Town

Fig. 4. Positive Rate to Dharmendra's Antigen 

among Positive Reactors to Tuberculin in 

4 Towns by Age-group and the Size of 

Tuberculin Reaction

Size of tuberculin reaction: 10•`19mm

Size of tuberculin reaction: Over 20mm

才の もののほ うが30～69才 のものよ りも高率で あ り,

また発赤値20mm以 上の もので もT町 以外の町では30

～69才 の もの よ りも7～15才 のもののほ うが高率で あ

つた。 したがつて年 令群 間にみ られたこの ようなD反 応

陽性率の差異は,ツ ・アレルギーの強さの差 によるもの

では ない といい うる。

以上 の成績か ら,ツ 反応が陽性であ りかつD反 応 も陽

性で あるものが,他 の年令群に比 し7～15才 の もの,す

なわち小中学生 にもつ とも高率で ある とい う事実は,こ
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の年 令層のみに実施され てい るBCGが 強 く関係 してい

る ことを示唆 している。

4)　 ツ反 応陰 性者中におけるD反 応陽 性率

D反 応の成績は被検者の ツ ・ア レルギーにかな り左右

され るので,D反 応に よつて らい感染を調査す るには,

ツ ・ア レル ギーに影響 されないD反 応の成績を し らべ る

の が よいであ ろ う。その一方法 として,ツ 反 応 陰 性 者

(反応値が4mm以 下の もの)中 におけ るD反 応の陽性

率 を各町 ご とに求め ると,図5に 示す ごと くであつた。

Fig. 5. Positive Rate to Dharmendra's 

Antigen among Negative Cases to 

Tuberculin in 4 Towns

T-Town O-Town S-Town K-Town

Male

Female

*Number of negative cases to tuberculin

T町 では1,712名 中155名(9.1%),0町 では1,430名

中136名(9.5%),S町 では2,386名 中116名(4.9%),

K町 では1,441名 中88名(6.1%)がD反 応陽 性で,町

に よつてかな りの差がみ られた。 しか しこれを性別にみ

ると,図5に 示す よ うに,い ずれの町で も男女間に顕著

な差はみ られなかつた。

次に,こ れ らのD反 応陽性率を年令群別に求め ると,

表4の ごと くで ある。T,S両 町では16～29才 の もの

に,O,K両 町では7～15才 のものにD反 応陽性率が も

つ とも高かつた。 これ らの年令層の ものにはBCG接 種

を受けた こ とのあるものが混在 してい ることを考 えあわ

せ る と,こ の年令層 のものには2,000倍 稀釈 旧ツ液に対

す るツ反応陰性者 とい え ども既往に受けたBCG接 種に

よる ツ ・ア レルギーの残存 してい るものが含 ま れ て お

り,か か る例がD抗 原 に対 して陽性 を示 した と考 える と

説 明が容易になる よ うに思われ る。

そ こで らい感染 に よるD反 応陽性率 の 比 較 は,BCG

の影 響を受けていない年 令層で,ツ 反応陰性者 中におけ

るD反 応陽性率を比較 検討す るのが 妥当であろ う。6才

以下の ものでは,T町3.9%, O町 2.5%, S町 1.0%,

K町4.9%で,4町 間に著 しい差はみ られなかつたが,

30才 以上の ものでは,T町19.2%, O町 9.8%, S町

9.5%,K町5.2%で,こ れ ら4町 における らい患者の

発生状況にほぼ一致 していた。

なお これ ら離島住民の両側前腕に同 じPPD-sを 注射

して しらべた成績に よると,右 前腕の ツ反応では陰性を

示 した ものの うち,左 前腕の ツ反応では陽性を示 した も

のが1.1%に 認め られた ことか ら,上 述の5%以 上のD

反応陽性者は誤差に よるものではな く,一 応は らい感染

に よるもので あることを推察 させ る。

総 括

昭和35年 か ら38年 にかけて,離 島の4町(T,O,

S,K)の 住民につい て結核検診を行 なつた さいに,ツ

反応検査 と同時にD抗 原 による反応を も し らべ,総 計

18,391名 につ いて両反応 の 関 係 を検討 した。そ の成績

を要 約す る と,次 の ごとくである。

1)　 各町 におけるD反 応陽性 率 とツ反応陽性 率 との関

Table 4. Positive Rate to Dharmendra's Antigen among Negative

 Cases to Tuberculin in 4 Towns
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係は,そ れ ぞれT町 では38.9:50.1%,0町 では35.2:

63.6%,S町 では20.8:39.8% ,K町 では27.9:65.3

%で,い ずれ の町 でもD反 応陽性 率は ツ反応 陽 性 率 よ

りも低率 であつた。 また両反応 の平均反応陽性率 の比較

では,必 ず しもD反 応陽性率 の高低 とツ反応陽性率 との

間に一定 の関係 は認め られ なかつた。

2)　 両反応 の平均陽性率を性別にみ ると,ツ 反応では

男女間に大差は ないか あるいは女 のほ うが男 よ りもやや

低い傾 向がみ られたが,D反 応では一般に男 よ りも女の

ほ うが低い場合が多かつた。 しか し,さ らに性 ・年令階

級別にみ る と,い ずれ の町で も両反応 の陽性率は20才

前後 まではほぼ 同率で あるが,20才 以後に な る とツ反

応陽性率 の動 きと同様にD反 応 の陽性率 も男 よ り女のほ

うが低 くなつた。

3)　 年令階級別に両反応 の陽性率 の動 きをみ ると,こ

れ ら4町 で の成績はいずれ も同 じ型を示 していた。すな

わ ちD反 応では15～19才 にみ られ る尖つた 山 と,40才

前後にみ られ る比較的幅の広い山 との双峰型を示 してい

た。 しか しツ反応では,15才 までD反 応 の陽 性率 とほ

ぼ同 じ動 きを示 して小 さい山を示 し,そ の後いつたん下

降す るかあ るいはその まま直線的に上昇 して40才 前後

で高い山を描 き,D反 応の場合 と同様に双峰 型 を 示 し

た。ただ し15才 以後におけ るツ反応陽性率 とD反 応陽

性率の開 きは年令の増加 とともに著 しくなつた。 これ ら

各町におけるBCGの 接種状況か ら,D反 応にみ られた

15～19才 の山はBCG接 種の影 響に よる ものであ り,40

才前後の山は結核 自然感染に よる もの と考 えるのが適切

で あろ う。

4)　 両反応の大きさの相関は,い ずれ の町 で もあま り

高 くな く,ツ 反応陽性者 中におけ るD反 応陽性率は,そ

れ ぞれT町62.8%, O町47.9%, S 町43.0%, K町

38.6%で,町 に よつて差がみ られた。 これ らの町では

前述 のよ うに7～20才 の ものにBCG接 種の影響がみ ら

れ るので,7～15才 の もの(過 半数がBCG接 種者)と

30～69才 の もの(主 に結核感染者)と について,ツ 反応

陽性者 中におけ るD反 応陽性率を比較 した ところ,い ず

れ の町で も7～15才 の もののほ うが30～69才 の もの よ

り高率であ り,し か もこの関係は ツ反応の強さ とも無関

係であつた。 したがつてBCG接 種者のほ うが結核 自然

感染者 よ りもD反 応陽性 を示す もので多い とい うことが

で きる。

5) D反 応 とツ反応 とは関連性がみ られ るが,ツ 反応

陰性者中におけ るD反 応の陽性率は,T町9.1%,O町

9.5%,S町4.9%,K町6.1%で,前 報 のS村1.4～

1.6%よ りも高率であつた。 またBCGの 影 響を考慮 し

て30才 以上 のも の で み ると,T町19.2%,O町9.&

%,S町9.5%,K町5.2%で,S村 の4.1%よ りも

高率であつた。 これ ら各町におけ るD反 応陽性率の差異

は,ら い患者の発生状況 とほ ぼ一 致す るので,BCG接

種の既往がない被検者の ツ反応陰性者中におけ るD反 応

の陽性率は,ら いの淫侵度をあ る程度推察させるに有 用

であ ると考え られ る。
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